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次世代を　担う　　　
ほくさいの　若手農業者
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①	13年間サラリーマンをしていました。妻
の実家が農家で、私自身ももともと自然に
関わることが好きなこともあり、デスク
ワークを続けるより自然の営みの近くで働
きたいと考え就農しました。

②	農業は考えていたのとやってみるのでは大
違いでした。長時間きつい姿勢で同じ作業
を続けることは大変です。また、前もって
作業の予定を組んでいても天候しだいで思
い通りに進まないことにも苦労しました。

③	会社員時代には深夜までの長時間労働や電
車通勤が苦痛でしたが、就農したら通勤時
間は２分。煩わしい人間関係に悩まされる
こともなく、さらには好きな植物に触れ合
いながら働ける毎日を楽しんでいます。

④	サイクリングは毎日。休日にはバイクで群
馬や栃木などの近県に日帰りツーリングに
でかけます。また、ソロキャンプはブーム
になる前からの趣味で、焚火で肉を焼きな
がらのお酒は最高です。

⑤	高品質なイチゴを育てて日本中の人に届け
たい。また、今後力を入れたいのがイチゴ
の６次産業化。商工会の夏まつりにカキ氷
用のイチゴシロップを出品し好評をいただ
いています。

⑥	手取りを増やせるよう販売チャネルを増や
してほしい。

平成24年就農。

イチゴ22㌃、水稲

45㌶を栽培

平成31年就農。

ブロッコリー25㌃、

ネギ７㌃を栽培

ともに農業に励む
奥さまと

ブロッコリーの生育具合
を確認する大友さん
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①就農のきっかけ　②この仕事で大変なこと・

これまでに一番大変だったこと　③この仕事を

していて良かったと思うこと　④趣味　⑤今後

の目標・夢　⑥ＪＡに期待すること

後編

大
利
根

騎　

西
①非農家に育ちました。家庭菜園をして
いた父の影響を受けて野菜作りに興味
を持つようになり、大学で本格的に農
業を勉強。「自分で作ったものを人に
食べていただき喜んでもらいたい」そ
んな思いから就農を決意しました。卒
業後、父の知人に農地を紹介してもら
い野菜の栽培を始めました。
②真夏の農薬散布。暑いうえに、ホース
を引くのがとても重労働でした。
③お客さまの「美味しかった」という声
をいただいた瞬間がやはり一番うれし
いです。頑張ってよかったと思うし、
もっと頑張ろうと思います。
④動画サイトで動物の動画を観たり、音
楽を聴いたりしています。たまに見る
農機具自作動画も結構おもしろいで
す。
⑤高品質なものをより多く生産していけ
るよう色々なことにチャレンジしなが
ら栽培技術を磨いていきたいです。
⑥最新の栽培技術の情報などをもっと積
極的に提供してほしいです。

❷



ほくさい地域の農業
男子・女子を２号連
続でご紹介します！

次世代を　担う　　　
ほくさいの　若手農業者
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①近くに住む祖父母が米麦農家で、幼いこ
ろから播種や収穫作業を手伝うなど常に
農業は身近にありました。進路について
考えるようになった高校生の時、自分に
向いているのは農業ではないかと思い、
卒業後に県農業大学校を経て就農しまし
た。
②	毎日何度も天気予報をチェックして翌日
の作業の段取りを組んだにもかかわら
ず、当日の天気によってはその作業がで
きなかったり、別の日にずれこんだりす
ること。
③	自分が作った農作物を買ってくれた方に
「美味しかった」と言っていただけると
何よりもうれしく「農家でよかった」と
思います。
④	ストリート系のファッションが好き。休
日には気分転換をかねてドライブにでか
けます。特に行き先を決めず、見知らぬ
場所に行ってその土地ならではの景色を
楽しみます。
⑤	面積を拡大したい。米40㌶、麦50㌶が
目標です。また母校の佐野日大高に米を
卸したいです。
⑥	青壮年農業者にとって仕事がしやすい環
境づくりをして欲しい。スマート農業な
どの新技術の情報提供を行ってほしい。

①花き農家の長男に生まれたことか
ら、中学生のころから家業を継ぐと
いうことを自覚していました。高校
卒業後に父の知り合いの花き農家で
２年間見習いとして働き、就農しま
した。

②山上げ（夏の間高冷地に花苗を移し
て栽培すること）の出発は早朝３時。
早起きが大変です。

③自分の生産した花が店頭に並んでい
るのを見かけたとき。この花で喜ん
でくれる人がいるかと思うと花農家
でよかったと思います。

④ゲームが好き。子供とのプレイはと
ても癒されます。

⑤誰からも信頼される経営者になりた
い。

⑥日本一の花の産地となれるようこれ
からも川里の花き農家を支えてくだ
さい。

平成23年就
農。花き（主にプ
リムラ、スプレーマ
ムなど）30㌃を栽

培

令和２年就農。
米と麦計24㌶を

栽培
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マスクしよう！相続・遺言セミナー中止
　例年12月から２月に
かけて各基幹支店で開い
ておりました「相続・遺
言セミナー」は、新型コ
ロナウイルスの感染拡大
を防ぐため中止とさせて
いただきます。

食材センター　電話番号・FAX番号変更のお知らせ

新TEL番号 049-226-6560
049-223-0329新FAX番号

11/24㈬
より右記の
番号に変更
になります。

【ふれあい食材ご加入者の皆さまへ】

年間購読
予約受付中

１年分の誌代を
前納すると普通
号１ヶ月分が無
償になります。

年間定価合計

9,411円

無償分

△629円

前納誌代

8,782円

❹



お取引内容により最大年0.6％軽減！（軽減項目等は各店舗にお問い合わせください）
※審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

〈保証料込〉

〈保証料込〉

最大軽減金利

ＪＡ教育ローン
年2.880％

年2.280％

特別金利キャンペーン
令和４年４月30日㈯申込分迄

10/1現在店頭標準金利：3.48％固定
金利

固定
金利

更に

害虫・害獣対策！
ご自宅の

そんな時は、
ＪＡ窓口に是非ご相談を！
ＪＡでは専門業者との業務提携により、害虫・害獣の防除サービスを行っています。

ハチ類　　6月～10月
アリ類　　5月～10月
ゴキブリ　通年
ねずみ　　通年
アライグマ・ハクビシン　通年

ご自宅・作業所・加工所・倉庫などに…
●ハクビシンやアライグマの侵入被害
●ネズミやゴキブリの発生
●スズメバチなどの大きな巣が見つかった
など…　お困りでないですか？

お困りではありませんか？

※防除施工は、害虫獣種類・発生場所や状況・施工環境によりお受けできない場合もございますので、予めご了承ください。

❺



Ｎツアー宿泊プランのご案内
リベンジ消費！我慢してた「旅」に出掛けませんか？

個人旅行も
Nツアーで！

Ｎツアー個人宿泊プラン 「お得に行っ得？！」
◯2022年３月までのご利用いただける宿泊プランです。

　大人２名様または大人１名様・こども１名様より申込可

◯関東・甲信越・伊豆55軒の宿泊施設を掲載。

◯とってもお得な「Ｎツアーの日」を設定！

　パンフレット最安値！長野県「横谷温泉旅館」２名様１室で　　　　　
１泊7,000円～設定！

◯早割設定がある宿泊施設もございます。

◯本パンフレットに掲載の施設は業界ガイドラインに基づく感染症対策を
講じており、お客様に安心・安全な旅を提供すべく万全を　　　　　　
期しておもてなし致します。

右のQRコードをスマホで読み取ってご覧いだけます。➡

※ご自宅に郵送させていただく事も可能です。まずはお問合わせください。Ｎツアーでは他社プランもご利用いただ
けます。

Ｎツアー個人宿泊プランのお問い合わせは

ご旅行のご相談承ります！お気軽にお問合わせください。（営業担当者：直井）

埼玉支店 ☎048-830-1210
総合旅行業務取扱管理者：喜多誠志・杉江望

❻



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（７頁〜９頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

行田在来エダマメの出荷スタート
　10月１日から行田在来エダマメの出荷がスタートしました。

　市内に「いにしえ」の時代から伝わる在来種。それゆえの栽培の

しにくさや不順な天候に悩まされつつも、その味を後世に残したい

と集まった「行田豆吉クラブ」の６名によって守り続けられています。

　今シーズン会員の手を煩わせたのは雨。播種時期が６月下旬から

７月上旬とあり、種を蒔くチャンスを待つ会員は断続的に降り続く

雨に気を揉みました。また、８月中旬の開花期以降も雨が多く、ハ

スモンヨトウなどの害虫が大量発生。会員は防除におわれました。

田代直也会長は「今年も不順な天候には手を焼きましたが、生育は良好です。この素晴らしい味を一人でも多

くの消費者に味わっていただきたい。」と話しています。

　出荷は10月中旬まで。今シーズンの出荷目標は4.3㌧です。

「山下げ」したカランコエ出荷
　川里地区の花き農家で９月上旬にカランコエの出荷がピークを迎えました。このカ

ランコエは夏の間栃木県日光市に「山上げ」されていたものです。

　同品種の通年出荷を行う矢澤園芸は、今夏カランコエ約55,000鉢を山上げしまし

た。戦場ヶ原で約40日間管理した後、８月中旬から順次平地に戻す「山下げ」を行

い２週間程度平地で管理。蕾に色がついてきたら鉢と輸送用のフィルムに入れて出荷

します。９月上旬から９月下旬のピーク時には１日約700鉢を出荷することもあるそ

うです。

　同園の矢澤勇人さんは「雨の多い夏でしたが、適度に晴れ間があったおかげで防除

作業を十分に行うことができました。満足の仕上がりです。」と話していました。

天敵殺虫剤の有効性確認試験を開始
　ＪＡは９月24日から農薬メーカーと共同で加須市園芸組合の瀬田利昭

さんの越冬キュウリのほ場で天敵殺虫剤の有効性確認試験を始めました。

　使用する薬剤はアリスタライフサイエンス社の「スワルスキー」と「リモニカ」。

いずれも捕食性天敵が生きたアザミウマやコナジラミを捕食して防除する生物農薬

です。試験ほ場18㌃の半分にスワルスキーのみを、残り半分には両方を散布しま

した。

　瀬田さんは「キュウリ農家にとってこの２種類の害虫は最強の敵。この試験で効

果が出て、それが同業者の役に立てれば何よりです。」と期待しています。

　今後は栽培期間の終盤となる２月上旬までに２週間に一度程度、担い手に出向く

ＪＡ担当者（通称：TAC（タック））と同社の担当者で効果の測定を行います。また、中途経過はＪＡのフェイ

スブックでも公開する予定です。

ＪＡ女性部の長谷川部長が体験発表で優秀賞
　７月８日に行われたＪＡ関東甲信越地区女性組織リーダー研修会でＪＡ

ほくさい女性部の長谷川タマ子部長が県を代表して体験発表を行いまし

た。

　テーマは「コロナ禍でもできる活動を」と行ったマスクの輪活動と、シ

トラスリボンプロジェクトについてです。時世によりＷＥＢとなりました

が、長谷川部長はそれぞれの活動を展開するまでの経緯などを丁寧に説明

しました。

　その結果、見事に優秀賞を受賞。８月20日にＪＡ本店で表彰式が行われ、

大塚宏組合長から表彰状が手渡されました。

行田在来エダマメの出来を確認する
田代会長

出荷準備をすすめる
矢澤さん

TAC㊧と散布を行う瀬田さん

大塚組合長㊨から表彰状を受け取る
長谷川部長

❼



立毛共進会入賞者を表彰 ～北埼一元共販連絡協議会～
　北埼地区でキュウリとナスを栽培する生産者でつくる北埼地区

野菜一元共販連絡協議会は、令和３年度（Ｒ２年８月～Ｒ３年７

月）立毛共進会の表彰式を行いました。

　同会の表彰式は例年９月上旬に行う通常総会の時に行っていま

したが、今年の総会も新型コロナウイルスの感染拡大に配慮して

会員らの出席は見送られました。

　このため、今回は９月21日にＪＡ本店で表彰式のみを開催。

知事賞に入賞した越冬きゅうりの部・大熊一郎さん（加須）、半

促成きゅうりの部・田島祥之さん（加須）、ハウスなすの部・斉

藤隆さん（騎西）にＪＡの大塚宏組合長から表彰状が手渡されました。このほかの入賞者は下記の皆さんです。

□越冬きゅうりの部▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝木村俊之さん（加須）▷ほくさい農業協同組合長賞＝岡

田武也さん（川里）▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝田島充さん（加須）

□半促成きゅうりの部▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝斉藤文雄さん（羽生）▷ほくさい農業協同組合長賞＝

内田幸夫さん（加須）▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝儘田兼一さん（加須）

□ハウスなすの部▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝藤井弘樹さん（騎西）▷ほくさい農業協同組合長賞＝栗原

晋さん（騎西）▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝大塚喜一さん（騎西）

精米プラントが完成
　ＪＡは北川辺支店敷地内に精米プラントを設置し、

10月４日に竣工式を開催しました。ＪＡからは大塚宏組合長の

ほか同地区の秋山茂地域担当理事、増田守男理事らが出席し、テ

ープカットを行いました。

　この設備の設置はほくさい産米の消費拡大に繋げ、農家の所得

向上を目指すことが目的です。ＪＡに集荷された「コシヒカリ」

と「彩のかがやき」、「彩のきずな」の玄米をこの施設で精米し、

１袋５㌔で販売します。

　今後は新聞折込チラシや職員の訪問推進を通して売り込みを行っていく予定です。より多くの方に購入してい

ただけるよう注文は店頭や電話以外にWEBでも受け付けます。さらにＪＡほくさい管内への配

送料は無料、１年間（10月～９月）に６袋以上ご予約いただいた場合は１袋当たり50円引きで

販売いたします。

　精米販売についての詳細は左記QRコードからご確認ください。皆さまのご注文をお待ちして

います。

農産物直売所生産者向け土壌診断サービス開始
　ＪＡはＴＡＣによる農産物直売所の生産者向けの土壌診断サービスを始

めました。

　初回は９月22日に騎西農産物直売所でスタート。騎西中央支店のＴＡ

Ｃ、山﨑翔太職員が生産者の持ち込んだ土を簡易土壌診断キットでＰＨ、硝酸態窒

素などの４成分を測定しました。

　ほうれん草の栽培を行う予定というほ場の土を持参した長島恵子さんは、測定後

にそばで待機する肥料メーカーの社員から「ＰＨ値がやや低めなので、消石灰を入

れてみては。」とアドバイスを受けました。

　今年度はこの後行田、羽生農産物直売所で行う予定です。結果をもとにそれぞれ

の栽培品目に合わせた施肥設計を指導することで、生産者の手取り向上を支援して

まいります。

左から：斉藤さん、田島さん、大熊さん、大塚組合長

テープをカットする大塚組合長（右から３人目）ら

ＴＡＣ㊧から土壌診断の説明を受ける長島さん

精米販売QRコード
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ナス新品種講習会 ～加須市騎西園芸組合～
　加須市騎西園芸組合（梓澤實組合長）は９月15日に

ＪＡ騎西中央支店でナスの新品種講習会を開きました。

　出席した13名にタキイ種苗㈱の社員がナスの新品種

「ＴＮＡ-168」の特性や栽培管理について説明しました。

　この品種は早生でホルモン剤やハチによる受粉の必要がないだ

けでなく、既存の品種に比べて収量の波が少な

く安定した収量が見込めるとされています。

　来シーズンからいよいよ試作が始まるとあ

り、組合員は皆真剣な表情で耳を傾けていまし

た。

女性部羽生支部でヘチマコロンづくり
　ＪＡ女性部羽生支部（長谷川タマ子部長）は９月27日に手子林

支店でヘチマコロンづくりを行いました。

　参加したのは部員８名。このイベントは同部の毎年の恒例行事で

す。このために部員は春からそれぞれの畑でヘチマを栽培しており、

事前にツルから水分を採取してヘチマ水を作って持ち寄ります。

　この日は皆でそのヘチマ水にグリセリンやエタノール、ホウ酸を

混ぜ合わせて化粧水に仕上げました。

　部員の町田律子さんは「すぐに使い始めてもいいけれど、１年く

らい寝かせるとさらになめらかに。虫刺されにもよく効きます。今

年の分ができたので、また安心して１年を過ごせます。」と笑顔で話していました。

加須市の酒米で作った大吟醸が金賞
　加須産の酒米を使用した日本酒「純米大吟醸　加須の舞」が７月

12日にフランスのパリで開催された日本酒コンクールで金賞を受賞

しました。

　入賞したのは「Kura Master」の令和３年度純米大吟醸酒部門で、

平成29年から開催されるフランス人のための日本酒コンクールです。

　この酒に使用する酒米は同市の酒米生産者協議会が栽培する山田

錦。市内の酒造会社に販売し醸造されています。

　同会の篠塚敏雄会長は「とてもうれしい。今後もさらに高品質な酒

米を作り、加須の地酒の知名度を高めていきたい。」と喜びを話して

います。

自動運転トラクターの実演会を開催
　県稲麦作経営者会議は９月10日に行田市のほ場でトラクターなどの自動操舵

実演会を開き、県内から約60名の会員や関係者が見学に訪れました。

　今年３月に近隣の農業者７名が共同で設置した利根RTK－GNSS基地局の利

用促進が目的です。この基地局はスマート農業を導入するために必要な人工衛星

からの位置情報を仲介するアンテナで、これにより位置情報を直接受信するより

も正確な作業が可能になります。

　当日は自動運転トラクターでの耕うんや畔ぬり、ブームスプレイヤーでの農薬

散布が披露されました。同基地局の新井健一代表は「労働力不足を解消するため

の一助となるはず。ぜひ多くの方に利用していただければ。」と話しています。

TNA-168 

「加須の舞」をＰＲする篠塚会長
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キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
せ
ん
定

〇
時
期

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
せ
ん
定
は
、

十
二
月
下
旬
か
ら
一
月
下
旬
ま
で

の
間
に
行
い
ま
す
。
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
は
他
の
落
葉
果
樹
に
比
べ

て
遅
く
ま
で
葉
を
着
生
し
て
い
る

こ
と
と
春
先
の
発
芽
前
の
樹
液
の

流
動
が
早
い
た
め
適
期
が
短
い
で

す
。
一
月
下
旬
以
降
に
せ
ん
定
を

行
う
と
樹
液
が
切
り
口
か
ら
あ
ふ

れ
出
て
、
樹
勢
を
弱
め
た
り
、
発

芽
が
不
ぞ
ろ
い
に
な
っ
た
り
す
る

原
因
と
な
り
ま
す
。
適
期
に
作
業

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〇
結
果
習
性

　

適
切
な
せ
ん
定
を
す
る
に
は
、

結
果
習
性
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
と
な
り
ま
す
。
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
の
結
果
習
性
に
つ
い
て
押

さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
前
年
に
伸
長
し
た
新
梢
が
結
果

母
枝
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
萌
芽
す

る
新
梢
の
基
部
数
節
に
花
芽
が
着

生
し
ま
す
。
②
ま
た
、
翌
年
は
花

芽
が
着
生
し
た
箇
所
に
生
長
点
が

な
く
、
③
花
芽
が
着
生
す
る
新
梢

は
着
果
位
置
よ
り
先
の
芽
か
ら
発

生
し
ま
す
。

〇
せ
ん
定
の
仕
方

　

せ
ん
定
は
最
終
的
な
樹
形
（
図

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
せ
ん
定
に
つ
い
て

１
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
行
い
ま

し
ょ
う
。
樹
形
（
骨
格
）
を
決
め

て
、
樹
形
を
乱
す
よ
う
な
強
い
枝

は
優
先
的
に
切
除
し
ま
す
。
周
囲

に
枝
が
な
い
場
合
は
新
梢
の
発
生

を
促
す
た
め
に
切
り
戻
し
位
置
は
、

基
部
か
ら
２
節
目
の
先
と
し
ま
す

（
２
節
残
し
て
切
り
ま
す
）。

　

次
に
、
結
果
母
枝
を
棚
面
に
均

一
（
左
右
交
互
に
配
置
し
、
間
隔

は
50
㎝
程
度
）
に
配
置
す
る
こ
と

を
考
え
て
、
枝
を
切
り
返
し
ま

す
。
樹
勢
が
適
当
（
新
梢
長
が
１

ｍ
程
度
）
で
あ
れ
ば
、
結
果
母
枝

数
は
１
㎡
あ
た
り
３
本
程
度
に
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
（
結
果

枝
９
本
、
着
果
30
個
）。
結
果
母

枝
が
多
す
ぎ
る
と
、
結
果
枝
が
込

み
合
っ
て
、
果
実
品
質
の
低
下
や

病
気
の
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

結
果
母
枝
の
切
り
返
し
の
目
安
は
、

前
年
果
実
が
つ
い
た
枝
で
は
最
終

着
果
節
か
ら
先
端
側
５
～
７
節
を

残
し
た
位
置
と
な
り
ま
す
（
図
３

参
照
）。
た
だ
し
、
近
く
に
更
新

で
き
る
結
果
母
枝
が
あ
れ
ば
更
新

を
し
ま
し
ょ
う
。

せ
ん
定
の
ポ
イ
ン
ト
の

ま
と
め

■
時
期

十
二
月
下
旬
～
一
月
下
旬

■
ポ
イ
ン
ト

前
年
に
花
の
つ
い
た
節
よ
り

先
で
枝
を
切
る
。

■
順
序

①
樹
形
を
考
え
る
。

②
樹
形
を
乱
す
強
い
枝
を
基

部
か
ら
除
去
す
る
。

③
結
果
母
枝
を
棚
面
に
均
一

に
配
置
す
る
。

④
結
果
母
枝
を
切
り
返
し

て
、芽
の
数
を
制
限
す
る
。

図１．せん定後の樹形模式図　（引用：図解最新果樹のせん定）

⬅

⬅
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今
年
度
、
加
須
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
管
内
で
も
水
稲
栽
培
ほ
場
に

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン

ゴ
ガ
イ
）
の
被
害
が
散
見
さ
れ
ま

し
た
。
適
切
な
防
除
を
行
い
、
個

体
数
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
特
徴

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
大
き
さ
が

２
～
７
㎝
程
度
あ
り
、
ピ
ン
ク
色

の
卵
を
産
む
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

水
稲
移
植
後
約
３
週
間
ま
で
の

苗
を
食
害
し
、
深
水
と
な
っ
た
部

分
で
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

卵
か
ら
孵
（
ふ
）
化
後
、
約
２
か

月
で
成
熟
し
、
水
面
か
ら
８
～
10

㎝
上
の
植
物
や
畦
畔
に
ピ
ン
ク
色

の
卵
塊
を
産
み
付
け
ま
す
。
卵
は

２
週
間
程
で
孵
化
し
ま
す
。
水
稲

収
穫
後
の
落
水
に
伴
い
、
土
中
や

排
水
路
に
移
動
し
越
冬
し
ま
す
。

　

ま
た
、
卵
に
は
神
経
毒
が
あ
り
、

貝
に
は
人
体
に
有
害
な
寄
生
虫
が

い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
ゴ
ム
手

袋
や
ト
ン
グ
等
を
使
用
し
、
素
手

で
は
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も

し
触
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
石
け

ん
で
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

二
　
防
除

⑴
石
灰
窒
素
に
よ
る
防
除

　

水
温
が
17
℃
以
上
の
、
貝
が
活

発
に
活
動
し
て
い
る
秋
期
又
は
移

植
前
の
時
期
に
下
記
の
表
を
参
考

に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
魚
毒
性

が
あ
る
た
め
落
水
、
か
け
流
し
は

行
わ
ず
自
然
落
水
し
て
く
だ
さ
い
。

窒
素
成
分
を
多
く
含
む
た
め
、
次

作
の
施
肥
量
を
減
ら
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
石
灰
窒
素
の
防

除
の
使
用
回
数
は
１
回
の
た
め
、

秋
期
に
散
布
を
行
っ
た
場
合
、
移

植
前
に
散
布
で
き
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
の
手
こ
の
手
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
防
除

⑵
冬
季
の
耕
う
ん

　

土
中
の
貝
を
耕
う
ん
に
よ
っ
て

物
理
的
に
破
砕
す
る
と
と
も
に
、

地
表
層
に
出
し
、
寒
風
に
さ
ら
す

こ
と
に
よ
り
殺
貝
し
ま
す
。

　

寒
さ
の
厳
し
い
１
～
２
月
に
深

度
６
㎝
程
度
で
回
転
数
を
速
く
し
、

通
常
の
１
／
２
程
度
の
作
業
速
度

で
耕
う
ん
す
る
と
効
果
的
で
す
。

作
業
後
は
他
の
ほ
場
に
持
ち
込
ま

な
い
よ
う
ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
作
業

機
の
洗
浄
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
～
２
月
に
用
排
水
路
の
泥
上

げ
を
行
い
、
寒
風
に
さ
ら
す
こ
と

で
貝
を
殺
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掘
り
上
げ
た
泥
は
未
発
生
ほ
場
に

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

⑶
水
稲
移
植
後
の
防
除

　

移
植
前
の
入
水
～
移
植
後
３
週

間
ま
で
、
取
水
口
・
排
水
口
に
９

㎜
目
合
い
の
ネ
ッ
ト
や
金
網
を
設

置
し
、
水
路
で
越
冬
し
た
大
型
の

貝
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

移
植
後
３
週
間
ま
で
水
深
を
４

㎝
以
下
に
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
食

害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
水
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ト

ラ
ッ
プ
や
苗
箱
の
中
に
米
ぬ
か
を

入
れ
て
貝
を
誘
引
す
る
捕
獲
機
を

自
作
し
て
、
効
率
よ
く
捕
獲
し
て

い
る
方
も
い
ま
す
。
作
り
方
は

「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
捕
獲
機
」
で

検
索
す
る
と
作
成
方
法
の
H
P
が

出
て
き
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

⑷
卵
の
駆
除

　

卵
の
色
が
濃
い
ピ
ン
ク
色
で
あ

れ
ば
、
水
中
で
呼
吸
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
水
中
に
落
と
し

ま
し
ょ
う
。
黒
～
白
っ
ぽ
い
場
合

は
水
中
で
も
孵
化
し
て
し
ま
う
た

め
、
ス
コ
ッ
プ
等
で
押
し
つ
ぶ
し

ま
し
ょ
う
。

⑸
薬
剤
散
布

　

下
記
の
表
を
参
考
に
薬
剤
の
散

布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
散
布
後
は

効
果
を
高
め
る
た
め
７
日
間
程
度

の
止
水
管
理
が
必
要
で
す
。

図１　成貝　写真：千葉県

図２　卵塊

※
１　

荒
起
し
後
３
～
４
㎝
に
湛
水
し
、
３

～
４
日
後
全
面
に
散
布
、
３
～
４
日
放
置
後

植
代
を
行
う
（
漏
水
を
防
止
す
る
こ
と
）

※
２　

３
～
４
㎝
に
湛
水
し
、
１
～
４
日
後

全
面
に
散
布
、
３
～
４
日
放
置
す
る
。（
漏

水
を
防
止
す
る
こ
と
）

○
農
薬
使
用
の
際
は
、
ラ
ベ
ル
表
示
を
必
ず

確
認
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
○
令
和

３
年
９
月
８
日
現
在
の
登
録
内
容
で
作
成
し

て
い
ま
す
。
○
農
薬
の
飛
散
防
止
・
農
薬
使

用
記
録
の
記
帳
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー　
　

農
業
支
援
部

　
　
　
　

☎
０
４
８
０
─
６
１
─
３
９
１
１

主な防除薬剤（令和３年９月８日現在）
薬剤名（成分名） 使用時期 使用方法 使用/10a 使用回数 備考

石灰窒素55
（石灰窒素）

植代前 ※１ 20～
30㎏ １回 殺貝刈取後（水温15℃

以上の時期） ※２

スクミノン
(メタアルデヒド) 収穫60日前まで 散布 １～４㎏ ２回以内 殺貝（食毒剤）水の流出量が

多いと残効期間は短くなる

スクミンベイト３
（燐酸第二鉄） 発生時

散布
２～４㎏ ー

殺貝+食害防止（食毒剤）有
機JAS認定、特別栽培米で
使用可

無人ヘリコプター
による散布

スクミハンター
（チオシクラム） 収穫45日前まで 湛水散布 １～２㎏ ３回以内

食害防止
水の流出量が多くても薬剤本体が水田
内に残存していれば効果は維持される

�



身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

靴
底
の
底
の
抜
け
た
る
寒
さ
か
な　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

一
口
で
頬
張
る
最
中
秋
黴
雨　
　
　
　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

曼
珠
沙
華
好
き
な
私
は
奇
人
か
も　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

地
図
拡
げ
仮
想
の
旅
路
秋
深
し　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

松
茸
の
う
す
き
一
枚
宿
の
膳　
　
　
　
　
　

羽　

生　

五
十
嵐
弘
子

曼
珠
沙
華
畦
に
地
熱
の
あ
る
如
く　
　
　
　
　

〃　
　

五
月
女
文
子

山
中
に
錆
び
し
レ
ー
ル
や
葛
の
花　
　
　
　
　

〃　
　

長
谷
部
愛
子

鰯
雲
果
樹
の
実
り
を
促
せ
り　
　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

大
雨
に
一
喜
一
憂
豊
の
秋　
　
　
　
　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

庭
先
に
人
居
る
如
く
鶏
頭
花　
　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

筑
波
嶺
や
古
利
根
下
れ
ば
江
戸
は
秋　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

待
ち
て
寝
て
変
わ
る
月
の
名
諳
ん
じ
る　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

空
広
し
雨
後
の
稲
穂
を
抱
き
起
す　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

秩
父
行
電
車
は
稲
穂
の
ど
真
ん
中　
　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

掃
き
寄
せ
て
日
向
の
匂
ひ
柿
落
葉　
　
　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

眠
ら
れ
ず
虫
の
音
を
師
に
作
句
せ
り　
　
　

北
川
辺　

高
橋　
　

實

密
や
か
に
秋
明
菊
の
咲
き
初
む
る　
　
　
　

羽　

生　

道
給　

一
恵

居
酒
屋
の
汚
れ
気
に
な
る
秋
簾　
　
　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

腕
抜
き
の
ゴ
ム
通
し
け
り
稲
の
花　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

雨
空
を
仰
ぎ
稲
刈
る
鎌
を
研
ぐ　
　
　
　
　
　

〃　
　

杉
山　
　

榮

友
の
数
淋
し
く
な
り
ぬ
秋
の
暮
れ　
　
　
　

行　

田　

蓮　
　

陽
子

秋
深
む
水
音
響
く
田
圃
道　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

大
野　

辰
夫

※
１
月
号
へ
の
投
句
は
、
11
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
号
に
掲
載
し
た
「
川
里　

小
暮
浅
代
」
さ
ん
の
お
名
前
の
漢
字

が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
木
暮
浅
代
」
さ
ん
で
す
。

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

万
華
鏡
半
回
転
の
秋
模
様　
　
　
　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

（評）
万
華
鏡
は
円
筒
の
中
に
ガ
ラ
ス
板
を
三
角
形
状
に
組
み
色
紙
の
小
片
な
ど

を
封
入
し
た
玩
具
で
、
穴
を
覗
き
な
が
ら
回
転
さ
せ
る
と
色
紙
が
動
い
て
美

し
い
模
様
が
見
え
る
。
揚
句
は
た
っ
た
半
回
転
で
秋
の
模
様
を
見
つ
け
た
。

秋
を
待
ち
わ
び
る
気
持
ち
か
ら
、
そ
ん
な
模
様
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

清法寺
鴻巣市北根1374

　宗派は曹洞宗、山号は赤城山。本尊は如意輪観世音菩
薩です。
　境内に建立されている薬師堂は良薬の仏として信仰を
集めており、正面に「医王堂」という額がかけられてい
ます。堂内には日光・月光菩薩や十二神将がおられ、中
心には12年に1度の寅年だけ御開帳する秘仏・薬師如来
が鎮座されています。次回の御開帳予定は来年（西暦
2022年・仏歴2565年）です。
　また、敷地内に植えられている「まき」の木は同市指
定文化財 天然記念物に指定されており、樹齢300年以
上（推定）とされる市内有数の古木です。

薬師堂

本　堂 まき
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JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②「
借
り
た
車
の
修
理
代
を
請
求
さ
れ
た

―
引
き
渡
し
前
の
確
認
が
重
要
」

①「
賃
借
し
た
土
地
に
住
み
続
け
た
い

―
引
き
続
き
借
地
契
約
を
継
続
」

私
は
、
昭
和
40
年
に
期
間
を

20
年
と
定
め
て
土
地
を
賃
借

し
、
自
宅
を
建
て
て
住
ん
で
い

ま
す
。
最
近
、
地
主
か
ら
「
50

年
以
上
経
つ
の
で
権
利
関
係
を

整
理
し
た
い
。
借
地
権
と
底
地

権
の
割
合
を
５
対
５
と
し
て
、

私
に
土
地
を
時
価
の
５
割
で
買

い
取
る
か
、
土
地
を
売
却
し
て

代
金
を
折
半
で
分
け
る
か
、
ど

ち
ら
か
に
決
め
て
く
れ
。」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
底
地
を
買

う
余
裕
は
な
く
、
住
み
慣
れ
た

土
地
を
出
て
行
く
決
断
も
で
き

ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

私
A
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
業
者

B
で
車
を
借
り
ま
し
た
。
借
り

る
前
に
車
を
見
た
と
こ
ろ
大
き

な
傷
は
無
か
っ
た
の
で
、「
傷
が

無
い
事
を
確
認
し
た
」
旨
の
書

面
に
借
り
た
日
付
を
入
れ
て
サ

イ
ン
し
ま
し
た
（
本
件
確
認

書
）。
と
こ
ろ
が
返
す
時
に
B

の
店
員
と
一
緒
に
車
の
周
り
を

回
っ
て
見
た
ら
、
後
部
側
面
の

一
番
下
方
に
へ
こ
み
や
こ
す
っ

た
傷
（
本
件
損
傷
）
が
あ
り
、

業
者
か
ら
修
理
代
を
請
求
さ
れ

ま
し
た
。
私
に
は
覚
え
が
な
い

の
で
拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
か

ら
裁
判
を
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
払
わ
ず
に
済
み
ま

す
か
。

A
と
Ｂ
と
の
間
で
は
、
当
該
車

の
賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
ま
し

た
。
賃
貸
借
契
約
で
は
、
借
主
が

賃
借
物
を
受
け
取
っ
た
後
に
生
じ

た
損
傷
（
そ
の
損
傷
が
通
常
の
使

用
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
耗
や
経
年

劣
化
の
場
合
を
除
き
ま
す
）
が
あ

る
と
き
は
、
借
主
は
貸
主
に
対
し

て
そ
の
損
傷
を
原
状
に
回
復
す
る

義
務
を
負
い
ま
す
（
民
法
6
2
1

条
本
文
）。
但
し
、
そ
の
損
傷
が

借
主
の
責
任
で
な
い
理
由
で
生
じ

た
場
合
に
は
、
借
主
は
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
（
民
法
6
2
1
条
但

書
）。Bは

、（
1
）
本
件
確
認
書
に
よ

り
本
件
損
傷
は
B
が
A
に
対
し
て

車
を
引
渡
し
た
後
に
生
じ
た
、
ま

た
、（
2
）
本
件
損
傷
の
写
真
や
修

理
の
見
積
書
等
に
よ
り
本
件
損
傷

は
車
の
通
常
の
使
用
や
経
年
劣
化

で
は
な
い
等
を
主
張
す
る
で
し
ょ

う
。A

と
し
て
は
、（
3
）
当
て
逃
げ

さ
れ
た
等
、
本
件
損
傷
が
A
の
責

任
で
な
い
理
由
で
生
じ
た
と
証
明

で
き
れ
ば
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

本
件
確
認
書
が
あ
る
の
で
Ａ
が

責
任
を
免
れ
る
の
は
難
し
い
で
し

ょ
う
。本
件
の
よ
う
な
事
案
で
は
、

Ｂ
と
の
間
で
和
解
を
検
討
す
る
の

が
現
実
的
で
し
ょ
う
。
な
お
、
Ａ

の
使
え
る
保
険
の
有
無
や
内
容
を

確
認
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

①

②

①

②

昭
和
40
年
に
締
結
さ
れ
た
建
物

の
所
有
を
目
的
と
し
て
期
間
を
20

年
と
定
め
た
土
地
賃
貸
借
契
約

は
、
過
去
に
2
回
の
更
新
を
経
た

上
、
令
和
7
年
に
3
回
目
の
期
間

満
了
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
当
該
建

物
に
居
住
し
て
い
る
限
り
、
同
借

地
契
約
は
法
律
上
当
然
に
更
新
さ

れ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
主
に

は
借
地
人
に
対
し
て
明
け
渡
し
を

求
め
る
「
正
当
な
事
由
」
は
認
め

ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

す
。と

こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
地
主
か

ら
土
地
を
買
い
取
る
か
、
土
地
を

売
却
し
て
代
金
を
折
半
す
る
か
、

そ
の
決
断
を
求
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
あ
な
た
は
地
主
の
要

求
に
応
ず
る
法
律
上
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
決
断
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
な
ら
ば
、

引
き
続
き
借
地
契
約
を
継
続
す
る

旨
を
返
答
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
。し

か
し
、
こ
の
ま
ま
借
地
契
約

を
継
続
す
る
よ
り
も
、
こ
の
際
、

土
地
（
底
地
権
）
を
地
主
か
ら
相

当
額
で
買
い
受
け
る
、
地
主
と
協

力
し
て
土
地
（
借
地
権
）
を
売
却

し
代
金
を
借
地
権
割
合
に
従
っ
て

分
け
る
、
土
地
を
借
地
権
割
合
に

従
っ
て
分
割
す
る
、
借
地
権
を
相

当
額
で
地
主
に
買
い
取
っ
て
も
ら

う
等
あ
な
た
に
と
っ
て
有
利
な
解

決
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
老
後

の
生
活
設
計
な
ど
も
考
慮
し
、
家

族
や
専
門
家
に
も
相
談
の
上
、
地

主
と
交
渉
し
て
解
決
を
図
る
こ
と

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
別
名
は
甘
藷
（
か
ん
し
ょ
）。
大

学
芋
の
材
料
で
す

❷
せ
き
止
め
に
良
い
と
い
わ
れ
る
バ

ラ
科
の
果
実

❸
エ
ッ
ク
ス
と
ゼ
ッ
ト
の
間

❹
―
―
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の
ご
と
し

❻
酢
、
し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
を
合
わ

せ
て
作
り
ま
す

❽
お
で
こ
に
手
を
当
て
て
測
る
こ
と

も❿
搾
り
汁
か
ら
黒
糖
が
作
ら
れ
ま
す

⓬
海
の
―
―
、
山
の
―
―
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
ご
ち
そ
う

⓮
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
掛
け
て
結
び
ま
す

⓰
東
の
空
が
明
る
く
な
っ
て
く
る
こ

ろ⓲
さ
な
ぎ
や
幼
虫
か
ら
成
虫
に
な
る

こ
と

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

支
援
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
３
年
11
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
10
月
号
の
答
〉

　

タ
イ
イ
ク
サ
イ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
メ
ダ
カ
も
タ
イ
も
サ
メ
も
こ
れ

❸
み
そ
汁
に
よ
く
入
れ
る
海
藻
と
い

え
ば

❺
水
面
に
糸
を
垂
ら
し
て
楽
し
み
ま
す

❻
紙
幣
や
硬
貨
を
入
れ
ま
す

❼
鶴
は
千
年
、
亀
は
―
―

❾
バ
ナ
ナ
の
木
は
、
本
当
は
木
で
な

く
て
―
―
な
の
だ
と
か

⓫
鳥
が
羽
ば
た
か
せ
る
も
の

⓭
林
よ
り
木
が
１
本
多
い

⓯
葉
が
黄
色
く
色
づ
く
街
路
樹

⓱
―
―
が
び
ょ
う
ぶ
に
上
手
に
―
―

の
絵
を
描
い
た

⓳
だ
ん
だ
ん
深
ま
っ
て
冬
に
向
か
い

ま
す

⓴
11
月
３
日
は
―
―
の
日
。
国
民
の

祝
日
で
す

㉑
画
家
・
ム
ン
ク
の
代
表
的
な
作
品

☆
９
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

朝
夕
め
っ
き
り
冷
え
込
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

秋
の
花
と
い
え
ば
コ
ス
モ
ス
。

こ
ん
な
小
さ
く
可
憐
な
花
に
誰

が
こ
の
名
前
を
付
け
た
の
で

し
ょ
う
か
。
小
学
校
か
ら
の
帰

り
道
、
道
端
で
摘
ん
だ
コ
ス
モ

ス
を
指
で
回
し
な
が
ら
家
に
持

ち
帰
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

　

本
格
的
な
寒
さ
も
す
ぐ
そ
こ

ま
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
お

風
邪
な
ど
召
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

Ｙ
・
Ｓ

編
集
後
記

☆
遠
藤　
和
江
さ
ま
　（
行
　
田
）

☆
島
崎　
弘
明
さ
ま
　（
行
　
田
）

☆
深
野　
芳
子
さ
ま
　（
羽
　
生
）

☆
松
原　
尚
志
さ
ま
　（
羽
　
生
）

☆
谷
川
常
五
郎
さ
ま
　（
加
　
須
）

☆
野
上　
玉
枝
さ
ま
　（
騎
　
西
）

☆
中
鉢　
ミ
ヨ
さ
ま
　（
北
川
辺
）

☆
丸
山
由
美
子
さ
ま
　（
大
利
根
）

肥 料 価 格 の
改定について

　原料の国際相場の高騰を
受けて12月１日㈬よりほと
んどの品目において肥料価
格の値上げを予定しており
ます。
　組合員・ご利用者の皆さ
まにはご迷惑をおかけいた
しますが、何卒ご理解いた
だけますようお願い申し上
げます。
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